 TR X 0010:2000

日本語組版のDSSSLライブラリ  解説
1. 公表の趣旨及び経緯
1.1 趣旨
  日本語文書の効率的かつ標準的な交換環境を早期に普及・提供されるためには, 日本語組版に適応する実用的なDSSSL規約及びツールが提供されなければならない, との観点から, 1992年４月から日本事務機械工業会の標準化委員会に実装規約小委員会が組織され, DSSSL実装規約制定のための活動を行ってきた[1]。この中で, 日本語組版指定要素の分析, ビジネス文書に適用させるための範囲の絞り込み, 推奨フォーマタ仕様の策定, 簡易DSSSLモデルの構築などの作業を実施した。この成果を, DSSSLライブラリとしてまとめたものが, この標準情報(TR)である。
1.2 経緯
1998年度実装規約小委員会で基礎的検討を重ね, その結果に基づいて日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の電子出版技術調査研究委員会で標準情報(TR  X 0010:1998)としてまとめた。
1999年度には, 業界におけるDSSSLの処理環境が充実してきたため, 電子出版技術調査研究委員会は標準情報（TR  X 0010:1998）でまとめたDSSSLライブラリに関する検証作業を, 最新のDSSSL処理系を用いて実施した。その実施結果を踏まえた成果を盛り込んで標準情報の改正原案(TR X 0010:2000)をまとめた。改正の主な内容を次に示す。

a) DSSSLライブラリ

b) 3. 定義の英語表記 (TR X 0034:2000への整合)

c) 解説の充実

2. 審議中の主要検討課題
2.1 組版指定要素
2.1.1 この標準情報(TR)の対象
この標準情報(TR)は, 日本語文書の中のビジネス文書に的を絞って構築している。この範囲で, スタイルについても幾つかのパタンを用意することにより, 簡単なフォーマット指定を実現できることを意図している。この意味において, 簡易モデルとも呼び得る。
ただし，ビジネス文書の品質が一般書籍の組版品質と比較して低レベルであってよいということではない。ライブラリ化に当っては一般書籍の組版内容に関して，版面の設定，柱・ノンブルの位置，見出しの組み方等，種々の観点から数十種類の組版分析を行い，その結果を踏まえてライブラリ化した。
2.1.2 行組版規則
  この標準情報(TR)における行組版規則については, JIS X 4051に規定される仕様が実装されているフォーマタを前提に置いているが, 必ずしもこの仕様に限定するものではない。JIS X 4051に含まれている組版機能の中で, この標準情報(TR)では対象としていないもの(縦中横処理など)もある。
2.1.3 版面の位置及び大きさ設定
  検討過程では, 簡易型図式解法, アンウィンモジュール, モリスモジュールについても検討したが, 実際の書籍類について調査をした結果，これらのモジュールから得られる位置及び大きさに近似した設定がなされている例が少なかったため，この標準情報(TR)では採用しなかった。一般書籍においては版面の位置及び大きさに関する設定基準はかならずしも一様ではなく，標準スタイルと呼ぶことができる基準は見いだせなかった。
  そこで，この標準情報(TR)では簡易指定を目指すため, 4.5.1に示すとおり版面を用紙の中央におくことをデフォルトとし, それ以外の位置に置く場合は, それぞれの余白を比で指定することとした。絶対値指定は対象外とした。
2.1.4 柱の体裁
  柱の位置について, 最近出版された書籍類を調査した結果, あまり多くのパタンを用意する必要はないことが判明した。そこで, この標準情報(TR)においては4.8.2に示す5種類から選択するものとした。
2.1.5 注体裁指定要素
  注体裁指定要素のうち, 4.10に示す合印の種類及び順序はThe Chicago manual of Style[2]によった。
2.1.6 割注
  割注組版において, 4.11に示すとおり, 特に指定されない場合は割注パーレン付きとしている。この割注パーレンとしては, 一般には湾曲の浅い割注専用のパーレンを用いる。このパーレンは, JIS X 0208には含まれてなく, 外字扱いになるため実際にはフォーマタ依存となる。
2.1.7 添え字
  添え字の親文字に対する大きさについて, 活字, DTP(Desk Top Publishing)などにおける実態を調査した結果では揺れがみられた。そこで, この標準情報(TR)においては, 親文字の1/2(二分)として扱うこととした。
2.1.8 見出し体裁指定
  通常の書籍などでは, 見出しは1種類ではなく, 大見出しから小見出しまで, 幾つかの種類が用いられる。これらの見出し体裁をパラメタの設定によって定形化する手段がいくつか提案されている。この標準情報(TR)においても, 本文文字サイズとの比例関係を基に定形化する“ジャンプ率”という考え方の採用を検討した。しかし, 実際の組版においては, 本文及び見出しに同一の書体を用いることはまれで, 使用する書体(例えば, 本文を明朝体とし, 見出しをゴシック体とする。)又は見出しに用いる書体のウェイト選択によって, 比例関係自体が大きく影響を受け, 組合わせの複雑化が避けられない。 そこで, 具体的なモデル例を示すに止めることとした。
  同様の理由で, 見出しの推奨文字サイズについてもライブラリ化はしなかった。
2.1.9 ルビ
  ルビは, ルビ文字の大きさから2字ルビ及び3字ルビに分類され, 親文字との位置関係から中付きルビ及び肩付きルビに分類される。この標準情報(TR)おいては, ビジネス文書としての使用頻度などから, 2字ルビ及び中付きルビに限定することとした。
2.1.10 オーファン及びウィドウ
  この標準情報(TR)において指定する要素の候補として，オーファン及びウィドウについても検討したが, 明確なルールを規定するまでに至らず, 今回のライブラリには含めなかった。
2.1.11 数式
  数式については, すでにフォーマタとしてTeXがある程度普及しており, 特に日本語組版処理用に独自の機能が要求されることはほとんどないものと考えられるため, この標準情報(TR)の対象外とした。
2.1.12 表
  ビジネス文書においては，日本語組版処理特有の機能が要求されることはほとんどないものと考えられるため, この標準情報(TR)の対象外とした。ただし表ネームの文字サイズだけについて，組版指定要素に記述した。
2.2 組版指定のライブラリ化及び日本語組版の実現
2.2.1 ライブラリ化の対象
  この標準情報(TR)で検討されているあらゆる日本語組版指定をライブラリ化の対象とした。ただし, 日本語組版の実現及び検証は現時点で実在するDSSSL処理系の機能実現性に制約を受ける。そこで, DSSSLライブラリ化した日本語文書の組版指定要素は処理系に依存した実現性から次のような水準に分けられている。
a) 現時点では処理不可能なもの
b) 代替機能の設定によって処理可能なもの
c) 処理可能なもの
これらのうち, a) 現時点では処理不可能なもの, についても将来, 実現可能になることを期待して, そのライブラリを作成した。しかし, 割注及び圏点だけは現存する処理系ではまったく対応することができず, 代替機能も設定できなかった。ページモデル, 段組み, 脚注, ルビは代替機能によって機能が実現されている。処理不可能だったものについても構文の検証がなされて, ライブラリに含まれている。b) 代替機能の設定によって処理可能なもの, については処理結果の品質（可読性）が完全に保証されているとは言えないものの概ね充分な品質で実現を可能にしている。これらの水準のものはまとめてライブラリに入っているのでユーザは処理系の実装水準に応じて, 注釈文を参考にしながら, 適宜切り替えて使うことができる。
備考　段組みは, ページモデルの中で使うcolumn-setの機能。
2.2.2 代替機能の設定によって処理可能とした組版指定
代替機能の設定によって処理可能とした組版指定は次のようなものである。
　a) ページモデル
b) 段組み
c) 脚注
d) ルビ
a) のページモデルは, DSSSL処理系の強力な機能の一つであるが, 現実の処理系においては現時点では実装されていなかった。しかし, そのまま放置すれば, このDSSSLライブラリは最も大切な機能を動かせないことになってしまう恐れがあった。幸いなことにこの標準情報(TR)で検討されていた日本語組版は複雑なページ組版を高度に組み合わせたものではなく, 比較的単純な区画構成で成立していた。したがって, 単純ページ列という組版指定に代替することで, このページ処理の問題を解決した。b)の段組みも, ページ処理に依存した高度な処理を含んでいる。そこで, 2～4段の段組みであれば, 見た目はまったく問題ない代替処理を開発した。見た目を気にしなければ, と言っても, もともとこのライブラリはユーザによって最終的な調整が可能なように作成されているので, 理論上は, 例え10段以上の段組みの組版でも実現可能である。c)の脚注は, その領域を浮動領域とする高度な処理の他に単純ページで処理可能な代替機能を開発した。その結果, ページ毎の脚注の他に文書末の脚注をライブラリ化している。d)のルビは, オンライン文書を成果物とするユーザにも対応できるようにライブラリを開発した。ユーザは, 比較的単純な文書, 例えば学術論文のような場合ではこれらの代替機能で充分な組版を達成できる。
2.2.3 DSSSLライブラリの利用手順
DSSSLライブラリの利用手順を初心者ユーザ向けに解説する。ユーザがDSSSLライブラリを使うための段階には, 準備・利用・調整の三つがある。
準備：まず, DSSSL処理系及びScheme処理系の二つを準備する。次に, 簡易パラメタを決定する。簡易パラメタとは, 例えば”A4サイズの横書き, 2段組み”などの大まかな組版の枠組みの指定に他ならない。そして, 簡易パラメタを詳細パラメタ生成プログラムparameter-build.scmに反映させ, Scheme処理系で実行して, 詳細パラメタを生成する。最後に, 生成された詳細パラメタ及び関数群function.dsl, ページモデル群pagemodel.dsl, 並びにタグ・ライブラリの関連付けのための特定DTDルール群html.dslを一つのファイルに結合してDSSSL指定ファイルとする。
利用：SGMLファイル, DTDファイル及び準備段階で作成したDSSSL指定ファイルの三つをDSSSL処理系で組版する。このとき, どのような出力様式にするかは処理系に依存する。
調整：出力結果を見て, ユーザが望む調整をDSSSLライブラリに対して施す。ユーザはこの調整を適宜行って必要とする出力品質を達成できる。
これらの準備・利用・調整の3段階のうち, 準備段階の遂行が情報処理に不馴れなユーザにとって負担が大きいことを承知している。これらの段階をシームレスに実行できることがユーザが求める品質や生産性の向上につながる。そのため, DSSSLライブラリの利用手順をシームレスに実行できる環境を提供することを今後の課題としている。
2.2.4 DSSSLライブラリの関数
DSSSLライブラリの関数の解説をユーザ向けに提供する。この関数の解説によって, ユーザがDSSSLライブラリに簡易パラメタを指定するにはどこをどうすれば良いか, 詳細パラメタ指定にはどのようなことが含まれているか, DSSSLライブラリのどの関数を結合すれば, 一つのDSSSL指定ファイルを適切に作成することができるかをユーザに知らせることができる。関数の解説は, DSSSLライブラリの関数の一覧, 各関数の機能及び初期設定の情報を提供する。
2.2.5 詳細パラメタ生成関数が生成するパラメタ
parameter-build.scmが生成する詳細パラメタの一覧を次に示す。
 ・ *paper-name* 

 ・ *paper-direction*

 ・ *writing-direction*

 ・ *paper-width* 

 ・ *paper-height* 

 ・ *column-number* 

 ・ *base-font-size* 

 ・ *standard-composition* 

 ・ *page-spec* 

 ・ *page-region-width* 

 ・ *page-region-hight* 

 ・ *area-x-ratio* 

 ・ *area-y-ratio* 

 ・ *page-region-x-offset* 

 ・ *page-region-y-offset* 

 ・ *font-table* 

 ・ *rubi-font-size-factor* 

 ・ *subscript-font-size-factor* 

 ・ *superscript-font-size-factor* 

 ・ *base-font-weight* 

 ・ *base-font-posture* 

 ・ *base-font-family* 

 ・ *jisage-factor* 

 ・ *indent-factor* 

 ・ *has-header-nonburu* 

 ・ *has-header-hasira* 

 ・ *has-footer-nonburu* 

 ・ *has-footer-nonburu* 

 ・ *hasira-rect* 

 ・ *hasira-verso* 

 ・ *footnote-number-desc* 

 ・ *enum-number-desc* 

 ・ *title-number-desc* 

parameter-build.scmが生成する詳細パラメタ
a) *paper-name* 

 機能
   用紙サイズの指定。
 例
   (define *paper-name* "a5") 

 デフォルト値
   "a4" 

b) *paper-direction*

 機能
　 用紙の向きとして"portrait"(縦置き)又は"landscape"(横置き)のどちらかを指定。
 例
　 (define *paper-direction* "landscape")

 デフォルト値
　 "portrait"

c) *writing-direction*

　機能　
    基本となる組方向として"horizontal"(横組)又は"vertical"(縦組)のどちらかを指定。 

  例
    (define *writing-direction* "vertical") 

  デフォルト値
    "horizontal" 

d) *paper-width* 

  機能
    用紙の幅の指定。*paper-name*に依存する。単位は[mm]。 

  例
    (define *paper-width* 209.903mm) 

e) *paper-height* 

  機能
    用紙の高さの指定。*paper-name*に依存する。単位は[mm]。
  例
    (define *paper-height* 297.039mm) 

f) *column-number* 

  機能
    段数を数値で指定。
  例
    (define *column-number* 2) 

  デフォルト値
    1 

g) *base-font-size* 

  機能
    基本文字サイズの指定。単位は[mm]がよいが, [Q],[pt]でもエラーはない。
  例
    (define *base-font-size* 9pt) 

  デフォルト値
    *page-spec*の第1要素 

  補足
    *base-font-size*は指定して*page-spec*を指定しないとき, 
    ふたつの本文文字サイズが異なることがある。
h) *standard-composition* 

  機能
    *page-spec*を指定するために使用する版面の標準名の指定。
    標準名と*page-spec*との対応表は, この標準情報(TR)の本文にある。 

  例
    (define *standard-composition* "35-26") 

  デフォルト値
    *standard-composition-list* の判, 用紙向き, 組方向, 段の各組み合わせの先頭。 

i) *page-spec* 

  機能
    基本組体裁。(本文文字サイズ　字詰　行数　行送　段間)というリストになっている。
  例
    (define *page-spec* (9pt 43 32 18pt 0)) 

  デフォルト値
    *standard-composition*に依存する。 

j) *page-region-width* 

  機能
    版面の幅の指定。単位は[mm]。
  例
    (define *page-region-width* 200mm) 

  デフォルト値
    *page-spec*が指定されている場合, 
    "horizontal"なら(段数)*(字詰)*(本文文字サイズ)+(段数 -1)*(段間)*(本文文字サイズ)

    そうでないなら　(行数 -1)*(行送 + 本文文字サイズ)

    *page-spec*も指定されていない場合*paper-width* の0.8倍 

k) *page-region-hight* 

  機能
    版面の高さの指定。単位は[mm]。
  例
    (define *page-region-height* 200mm) 

  デフォルト値
    *page-spec*が指定されている場合"horizontal"なら (行数 -1)*(行送 + 本文文字サイズ)

    そうでないなら  (段数)*(字詰)*(本文文字サイズ)+(段数 -1)*(段間)*(本文文字サイズ)

    *page-spec*も指定されていない場合*paper-width* の0.8倍
l) *area-x-ratio* 

  機能
    版面のページ上のｘ方向相対位置の指定。指定範囲は0.0～1.0。
  例
    (define *area-x-ratio* 0.3) 

  デフォルト値
    0.5 

m) *area-y-ratio* 

  機能
    版面のページ上のｙ方向相対位置の指定。指定範囲は0.0～1.0。
  例
    (define *area-y-ratio* 0.6) 

  デフォルト値
    0.5 

n) *page-region-x-offset* 

  機能
    版面のページ上のｘ方向絶対位置(ページ左上隅から版面左上隅までの長さ)の指定。 

  例
    (define *page-region-x-offset* 10mm) 

  デフォルト値
    {(用紙幅)-(版面幅)}*(x相対位置) 

o) *page-region-y-offset* 

  機能
    版面のページ上のｙ方向絶対位置(ページ左隅から版面左上隅までの長さ)の指定。 

  例
    (define *page-region-y-offset* 15mm) 

  デフォルト値
    {(用紙高さ)-(版面高さ)}*(y相対位置) 

p) *font-table* 

  機能
    見出しフォント情報のリスト。（ユーザは直接設定しない。）
  例
　(assoc '*font-table* spec)

　デフォルト値
　他のパラメタに依存。計算によって決定する。
q) *rubi-font-size-factor* 

  機能
    本文文字サイズに対するルビの大きさ比率。範囲は0.0～1.0。 

  例
    (define *rubi-font-size-factor* 0.4) 

  デフォルト値
    0.5 

r) *subscript-font-size-factor* 

  機能
    本文文字サイズに対する下付き文字の大きさ比率。範囲は0.0～1.0。
  例
    (define *subscript-font-size-factor* 0.5) 

  デフォルト値
    0.6 

s) *superscript-font-size-factor* 

  機能
    本文文字サイズに対する上付き文字の大きさ比率。範囲は0.0～1.0。
  例
    (define *superscript-font-size-factor* 0.5) 

  デフォルト値
    0.6 

t) *base-font-weight* 

  機能
    本文文字サイズの太さ。
    'not-applicable,'ultra-light, 'extra-light, 'light, 'semi-light, 'medium, 

    'semi-bold, 'bold, 'extra-bold, 'ultra-bold 又は #f の中から選択
  例
    (define *base-font-weight* 'bold) 

  デフォルト値
    'medium 

u) *base-font-posture* 

  機能
    本文文字サイズの傾き。
    'not-applicable, 'upright, 'oblique, 'back-slanted-oblique, 'italic, 

    又は 'back-slanted-italic の中から選択。
  例
    (define *base-font-posture* 'italic) 

  デフォルト値
    'upright 

v) *base-font-family* 

  機能
    本文文字サイズの書体指定。
  例
    (define *base-font-family* "gothic-light,times-medium") 

  デフォルト値
    "mincho-light,sans-medium" 

w) *jisage-factor* 

  機能
    段落の標準の字下げ文字数の指定。 

  例
    (define *jisage-factor* 2) 

  デフォルト値
    1 

x) *indent-factor* 

  機能
    箇条書き字下げの標準下げ幅文字数
  例
    (define *indent-factor* 1) 

  デフォルト値
    2 

y) *has-header-nonburu* 

  機能
    天の位置へのノンブルの有無。 

  例
    (define *has-header-nunburu* *f) 

  デフォルト値
    #t 

z) *has-header-hasira* 

  機能
    天の位置への柱の有無。
  例
    (define *has-header-hasira* #f) 

  デフォルト値
    #t 

aa) *has-footer-nonburu* 

  機能
    地の位置へのノンブルの有無。
  例
    (define *has-footer-nonburu* #t) 

  デフォルト値
    #f 

ab) *has-footer-nonburu* 

  機能
    地の位置への柱の有無。 

  例
    (define *has-footer-hasira* #t) 

  デフォルト値
    #f 

ac) *hasira-rect* 

  機能
    見開き右ページの柱に書かれる文字列の指定。 

  例
    (define *hasira-rect* "1章 DSSSL") 

  デフォルト値
    " " 

ad) *hasira-verso* 

  機能
    見開き左ページの柱に書かれる文字列の指定。 

  例
    (define *hasira-verso* "テスト") 

  デフォルト値
    " " 

ae) *footnote-number-desc* 

  機能
    脚注の順序文字の指定。
  例
    (define *footnote-number-desc* '((#f 'kanji "[" "" "]")) 

  デフォルト値
    (#f #f "" "" ")") 

  補足
    リストは
    '("レベル(深さ)のリスト" "数字表現したい文字列の指定" "数字表現前に挿入する文字列"

    "数字, lastと指定した場合は最後のレベルの数値だけを対象とする" "数字表現後に挿入する文字列")

    という形になっている。
    *enum-number-desc*, *title-number-desc*もリストの形は同じ。
af) *enum-number-desc* 

  機能
    箇条書きの順序文字の指定。 

  例
    (define *enum-number-desc* '(((1) #f "[" "" "]")((2) 'roma "" "" ")")
((3) 'kanji "" "" "."))) 

  デフォルト値
    (((1) #f "(" "" ")") ((2) 'abc "" "" ".") ((3) 'abc "" "" ")")) 

ag) *title-number-desc* 

  機能
    見出しの順序文字の指定。 

  例
    (define *title-number-desc* '(((1) #f "Sec." "" "")((2) #f "Sub" "." "")
((n) #f "" "." ""))) 

  デフォルト値
    (((1) #f "第" "." "章") ((2) #f "" "." "節") ((3) #f "" "." "項") ((n) #f "" "." "")) 

2.2.6 詳細パラメタ生成関数
parameter-build.scmの関数の一覧を次に示す。
・ (add-result x) 

・ (assoc-value e l) 

・ (build-page page-spec) 

・ (calc-xx cn xx fd) 

・ (check-other-defs spec) 

・ (determine-font-size fs spec) 

・ (determine-paper-size spec) 

・ (determine-region-size ps spec) 

・ (get-paper-size paper-name) 

・ (get-sc pn dir flow-dir cn sc) 

・ (get-unit-  nul) 

・ (get-xx pn dir flow-dir cn) 

・ (mm x) 

・ (norm-unit num_w_unit) 

・ (norm->pt x) 

・ (print . x) 

・ (Q->pt num) 

・ (rm-unit- str org) 

・ (r) 

・ (warn . x) 

 parameter-build.scmの各関数
a) (add-result x) 

  引数
     x : 何でもよい 

  依存関数
    なし
  機能
    生成結果をリスト *results* に追加する関数。
b) (assoc-value e l) 

  引数
     e : 探索したい要素 

     l : リスト 

  依存関数
    なし
  機能
  　引数リストl(リストのリストになっている)から指定した先頭要素eをもつリストを抽出する関数。
 　 相当するリストがないときは #f を返す。
  例
   (assoc-value 'a '((a 1)(b 2)(c 3))) => (1) 

   (assoc-value 'd '((a 1)(b 2)(c 3))) => #f 

c) (build-page page-spec) 

  引数
    page-spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

  依存関数
    (determine-paper-size spec) 

    (determine-region-size wh spec) 

    (check-other-defs spec) 

  機能
     今までの関数のトップとなる関数。
d) (calc-xx cn xx fd) 

  引数
    cn : 段数 

    xx : 基本組体裁 

    fd : 表記方向 

  依存関数
    (norm-unit num_w_unit) 

  機能
  　*page-spec* をもとに版面の幅及び高さを決定し, リスト '(版面幅　版面高さ)を返す関数。
 　 ここでは組方向が横組みだけで考えてある。
e) (check-other-defs spec) 

  引数
    spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

  依存関数
    (assoc-value e l) 

    (add-result x) 

  機能
 　 *rubi-font-size-factor*, *subscript-font-size-factor*,
*superscript-font-size-factor*, 
 　 *base-font-weight*, *base-font-posture*, *base-font-family*, *title-font-family*,
    *jisage-factor*,*indent-factor*, *has-header-nonburu*, *has-header-hasira*
    *has-footer-nonburu*,*has-footer-hasira*, *hasira-rect*, *hasira-verso*,
    *footnote-exp*,*footnote-number-desc*,*enum-number-desc*, *title-number-desc*の各パラメタが指定されていれば, 指定された値を, もし指定されていなければデフォルトを *results*に追加する関数。
f) (determine-font-size fs spec) 

  引数
    fs : 本文文字サイズ 

    spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

  依存関数
    (add-result x) 

  機能
    決定された *base-font-size* を *results* に追加する。その後, *font-table*が指定されてい　れば, その指定値を, 指定されていない場合はデフォルトを *font-table* として *results*
  に追加する関数。  

g) (determine-paper-size spec) 

  引数
    spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

  依存関数
    (norm-unit num_w_unit) 

    (add-result x) 

  機能
    *paper-name*, *paper-direction*, *writing-direction*, *paper-width*, *paper-height*  が指定されていればその指定値を, 指定されていなければ生成して, リスト *results* に追加する関数。
h) (determine-region-size ps spec) 

  引数
    ps : 基本組体裁 

    spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

  依存関数
    (norm-unit num_w_unit) 

    (get-sc pn dir flow-dir cn) 

    (get-xx pn dir flow-dir cn) 

    (norm-pt x) 

    (calc-xx cn xx fd) 

    (add-result x) 

    (warn x) 

    (mm x) 

    (determine-font-size fs spec)

  機能
 　 *column-number*, *page-spec*, *standard-composition*, *page-region-width*, 
    *page-region-height*,*page-region-x-offset*, *page-region-y-offset* が指定されていれば指定値を,  指定されていなければ生成して, リスト *results* に追加する。 そのあと, *base-font-size* が指定されていなければ, *page-spec*が決定されたあとに *page-spec*  の先頭要素を*base-font-size* として決定する関数。 

i) (get-paper-size paper-name) 

  引数
    paper-name : 用紙名 

  依存関数
    なし
  機能
    引数 *paper-name* に相当する用紙名, その幅及び高さのリストをリスト *paper-size-list* から抽出して返す関数。
  例
    (get-paper-size "a4") --> ("a4" (209.903 297.039)) 

j) (get-sc pn dir flow-dir cn sc) 

  引数
    pn : 用紙名 

    dir : 用紙方向 

    flow-dir : 表記方向 

    cn : 段数 

    sc : 版面の標準名指定 

  依存関数
    なし
  機能
　  *page-spec*が指定されていないときに *standard-composition-list* から指定された 
*standard-composition* に相当するリストを抽出してリスト '(フォントサイズ 字詰 行数 行送 段間) すなわち*page-spec* を返す関数。生成できなかった場合は #f を返す。 

k) (get-unit-  nul) 

  引数
    nul : 単位付き数値 

  依存関数
    なし
  機能
    数値及び単位を分離して返す関数。
  例
    13.5mm => ((#\1 #\3 #\.#\5) (#\m #\m)) 

l) (get-xx pn dir flow-dir cn) 

  引数
    pn : 用紙名 

    dir : 用紙方向 

    flow-dir : 表記方向 

    cn : 段数 

  依存関数
    なし
  機能
    *page-spec*, *standard-composition* がともに指定されていないときに,  *standard-

    composition-list*からデフォルトとなる*page-spec* を抽出して リスト '(フォントサイズ 字詰 行数 行送 段間) すなわち*page-spec*を返す関数。 

m) (mm x) 

  引数
    x : 何でもよい 

  依存関数
    なし
  機能
    数値に単位 [mm] を付加して返す関数。引数に単位がついている場合はそのまま返す。 

  例
    (mm 12) => 12mm 

    (mm '(12 8Q)) => (12mm 8Q) 

n) (norm-unit num_w_unit) 

  引数
    num_w_unit : 数値, シンボル又は文字列 

  依存関数
    (rm-unit- str org) 

  機能
    単位付き表現を単位 [mm] で正規化して返す関数。引数が単なる数値の場合はそのまま返す。 

  例
    (norm-unit 13) => 13  

    (norm-unit "13Q") => 3.25 

    (norm-unit '10pt) => 3.514 

o) (norm->pt x) 

  引数
    x : 何でもよい 

  依存関数
    (get-unit- nul) 

    (Q->pt num) 

  機能
    単位 Q だけを対象として, 単位 pt に変換して返す関数。その他の単位はそのまま返す。 

  例
    (norm-pt "12Q") => 8pt 

    (norm-pt "12mm") => 12mm 

    (norm-pt '(12Q 8mm 6Q) => (8pt 8mm 5.5pt) 

p) (print . x) 

  引数
    x : 何でもよい 

  依存関数
   なし
  機能
    実行結果を表示する関数。
  例
    (print . "abc") => "abc" 

q) (Q->pt num) 

  引数
    num : 単位 Q 付きの数値 

  依存関数
    なし
  機能
    Qをptに変換する関数。 

  例
    13Q => 9pt 

r) (rm-unit- str org) 

  引数
    str : 文字列 

    org : シンボル又は文字列 

  依存関数
    (get-unit- nul) 

    (Q-pt num) 

    (warn . x) 

  機能
    単位付き表現の数値を単位 [mm] での数値に換算して返す関数。単位まではつけない。
　　引数の単位が指定したもの以外の単位である場合はワーニングを表示する。 

  例
    (rm-unit- "12pt" '12pt) --> 4.2168 

s) (r) 

  引数
    なし
  依存関数
    (print . x) 

  機能
    *results* の内容をディスプレイ上に表示する関数。
t) (warn . x) 

  引数
    x : 何でもよい 

  依存関数
   なし
  機能
    ワーニングを表示する関数。
  例
    (warn . "warning") => warning 

2.2.7 ページモデルを生成するための関数
page-model.dslの関数の一覧を次に示す。
 ・(FOOTNOTE-CONTENTS) 

 ・(FOOTNOTE) 

 ・(if-front-page) 

 ・(MAKE-FOOTNOTE-EXP num) 

 ・(MAKE-NONBURU) 

 ・(node-matching-list nl pattern) 

 ・(STANDARD-PAGE-SEQUENCE) 

pagemodel.dslの関数

a) (FOOTNOTE-CONTENTS) 

  引数
    なし
  依存関数
    (node-matching-list nl pattern) 

  機能
    脚注の内容をまとめて表示する関数 

b) (FOOTNOTE) 

  引数
    なし
  依存関数
    (MAKE-FOOTNOTE-EXP num) 

  機能
    脚注番号を表示する関数 

c) (if-front-page) 

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    見開き右ページ及び左ページを判定するための関数。
d) (MAKE-FOOTNOTE-EXP num) 

  引数
    num :数値 

  依存関数
    なし 

  機能
    パラメタ *footnote-number-desc* で指定した表現で脚注番号をつける関数。
e) (MAKE-NONBURU) 

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    ページ数を付加するための関数。 

f) (node-matching-list nl pattern) 

  引数
    nl :ノードリスト 

    pattern :文字列 

  依存関数
    なし
  機能
    nlの各要素を根とする部分グローブ内から, 
    タグ名がpatternに合致するノードを抽出する関数。
g) (STANDARD-PAGE-SEQUENCE) 

  引数
    なし
  依存関数
    (MAKE-NONBURU) 

  機能
    トップレベルの流し込みオブジェクト作成関数。
    一般に, ライブラリ使用者はDSSSLフォーマット指定したいDTDのトップ要素のスタイル指定に用いる。
2.2.8 組版指定を行うための関数群
functions.dslの関数の一覧を次に示す。
・(BOLD-ITALIC-SEQ)

・(BOLD-SEQ)

・(char-repeat sym num)

・(GET-MIDASHI-NUMS node-list)

・(ITALIC-SEQ)

・(jidori n)

・(LIST-CONTAINER)

・(LIST-ELEMENT lhead)

・(MAKE-ENUM-EXP nul)

・(make-numbering nl desc)

・(make-num n exp)

・(num->alphaCAP num)

・(num->alpha num)

・(num->kanji num)

・(num->roma num)

・(STRIKE-SEQ)

・(SUBSCRIPT   f)

・(SUPERSCRIPT   f)

・(TITLE-LARGE)

・(TITLE-MEDIUM)

・(TITLE-SMALL)

・(UNDERLINE)

・(YOMI)

functions.dslの関数

a) (BOLD-ITALIC-SEQ)

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    書体を太字イタリック体にする。
b) (BOLD-SEQ)

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    書体を太字にする。
c) (char-repeat sym num)

  引数
    sym:文字列
    num:自然数
  依存関数
    なし
  機能
    文字列symをnum個結合した文字列を返す。
  例
    (char-repeat "aiueo" 4) => "aiueoaiueoaiueoaiueo"

d) (GET-MIDASHI-NUMS node-list)

  引数
    node-list:タグ名のリスト
  依存関数
    (make-numbering nl desc)

  機能
    node-list内の各タグが今までにいくつ出てきたかを数え, デフォルトのナンバリング表現を行い, 文字列にして返す。章番号や節番号を付ける際に用いられる。
  例
    (GET-MIDASHI-NUMS '("H1" "H2" "H3")) => "2.4.1項" 

e) (ITALIC-SEQ)

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    書体をイタリック体にする。
f) (jidori n)

  引数
    n:自然数
  依存関数
    なし
  機能
    ｢字取り｣の補助を行う。
g) (LIST-CONTAINER)

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    タグ内のリスト群を字下げする。
  例
    (LIST-ELEMENT)の項目を参照。 

h) (LIST-ELEMENT lhead)

  引数
    lhead:文字列
  依存関数
    なし
  機能
    lheadで指定した文字列をリストシンボルとして, リストの内容を表示する。
  例
    SGMLにて
    <LIST-CONTAINER>

    <LIST-ELEMENT>aiueo

    <LIST-CONTAINER>

    <LIST-ELEMENT>kakikukeko

    <LIST-ELEMENT>sasisuseso

    </LIST-CONTAINER>

    <LIST-ELEMENT>tatituteto

    </LIST-CONTAINER>

    とすると, 
      aiueo

      kakikukeko

      sasisuseso

      tatituteto

    のようになる。 

i) (MAKE-ENUM-EXP nul)

  引数
    nul:自然数又は自然数のリスト
  依存関数
    (make-numbering nl desc)

  機能
    nulを小括弧で括った見出し番号を生成し, 文字列にして返す。
j) (make-numbering nl desc)

  引数
    nl:自然数のリスト
    desc:複数のナンバリング表現リストをリストしたもの
  依存関数
    なし
  機能
     章／注などで使用するナンバリングを作成するための関数
     使用方法: (make-numbering <number list> <number desc>)

      <number list> : 数値リスト。1.3.3.のように章/節/項などのレベル順にリストにしたもの。
　　　　　　　　　　単に数値の場合, レベルが一つしかないものとして扱う。
      <number desc> : ((<level desc> <num> <pre> <infix> <post>)* ....)

                      複数のナンバリング表現リストをリストしたもの。
                    ただし, レベルの記述が一つしかない場合, 一つの表現リストであることを許す。
                      表現リストの要素は, 次のものとする。
       <level desc> : 表現リストが扱うレベルを表す。レベル数のリスト。
       <num>        : 数値の表現。アラビア数字/漢数字/アルファベットなど。
       <pre>        : 数字表現の前に挿入する文字列。
       <infix>      : 数字表現のレベル間に挿入する文字列。
                      ただしlastは, 最後のレベルの数値だけを対象にすることを示す。
       <post>       : 数字表現の後に挿入する文字列。
     make-numberingの戻り値： ナンバリングを表現する文字列
  例
    (make-numbering '(1 3) '(((1) kanji "第" "." "章") ((2) '#f "" "." "節")))

     => "1.3節"

    (make-numbering 3 '(#f #f "[" "" "]"))        => "[3]"

    (make-numbering '(3 5) '(#f #f "(" last ")")) => "(5)" 

k) (make-num n exp)

  引数
    n:自然数
    exp:シンボル（'abc, 'ABC, 'kanji, 'roma, 'asterisk, 'dag, 'ddag, 'P, 'S, 'Vert, 'sharpのいずれか）
  依存関数
    (num->alpha num)

    (num->alphaCAP num)

    (num->kanji num)

    (num->roma num)

    (char-repeat sym num)

  機能
    nをexpで指定された文字で表し, 文字列にして返す。
  例
    (make-num 27 'abc) => "A" 

l) (num->alphaCAP num)

  引数
    num:自然数
  依存関数
    なし
  機能
    numに対応する大文字アルファベットを返す。
    1:"A", 2:"B", 3:"C", …, 26:"Z"

  例
    (num->alphaCAP 22) => "V" 

m) (num->alpha num)

  引数
    num:自然数
  依存関数
    なし
  機能
    numに対応するアルファベットを返す。
    1:"a", 2:"b", …, 26:"z", 27:"A", …, 52:"Z"

  例
    (num->alpha 34) => "H"  

n) (num->kanji num)

  引数
    num:自然数
  依存関数
    なし
  機能
    numを漢字で表し, 文字列にして返す。
  例
    (num->kanji 87) => "八十七" 

o) (num->roma num)

  引数
    num:自然数
  依存関数
    なし
  機能
    numをローマ数字で表し, 文字列にして返す。
  例
    (num->roma 356) => "ccclvi" 

p) (STRIKE-SEQ)

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    文字に抹消線を引く。
q) (SUBSCRIPT   f)

  引数
    f:単位あり数値を単一要素とするリスト
  依存関数
    なし
  機能
    下付き文字を表現する。
    フォントサイズはfで指定した大きさとなる。
    fを空リストにすると, 親のフォントサイズの0.6倍の大きさになる。
r) (SUPERSCRIPT   f)

  引数
    f:単位あり数値を単一要素とするリスト
  依存関数
    なし
  機能
    上付き文字を表現する。
    フォントサイズはfで指定した大きさとなる。
    fを空リストにすると, 親のフォントサイズの0.6倍の大きさになる。
s) (TITLE-LARGE)

  引数
    なし
  依存関数
    (title-vertical-spacing)

    (title-char-spacing)

    (GET-MIDASHI-NUMS node-list)

  機能
    見出しの書体や大きさ, 前方及び後方に挿入するアキ, 見出し番号の獲得など, 
　　大見出しに関する総合的な指定を行う。
t) (TITLE-MEDIUM)

  引数
    なし
  依存関数
    (title-vertical-spacing)

    (title-char-spacing)

    (GET-MIDASHI-NUMS node-list)

  機能
    見出しの書体や大きさ, 前方及び後方に挿入するアキ, 見出し番号の獲得など, 
    中見出しに関する総合的な指定を行う。
u) (TITLE-SMALL)

  引数
    なし
  依存関数
    (title-vertical-spacing)

    (title-char-spacing)

    (GET-MIDASHI-NUMS node-list)

  機能
    見出しの書体や大きさ, 前方及び後方に挿入するアキ, 見出し番号の獲得など, 
    小見出しに関する総合的な指定を行う。
v) (UNDERLINE)

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    文字に下線を引く。
w) (YOMI)

  引数
    なし
  依存関数
    なし
  機能
    読み仮名を小括弧で括る。
  例
    SGMLにて
    <RUBI>調布市<YOMI>ちょうふし</YOMI></RUBI> => 調布市(ちょうふし) 

2.2.9 特定DTDの組版指定を行うための関数群
html.dslは, parameter-build.scm より生成したパラメタと, function.dsl, pagemodel.dslで定義された関数とを使用してHTMLタグのDSSSL指定を可能にする。すなわち, HTML文書をDSSSL指定で組版する。
a) タグ HTML


タグ HTML は全体のトップ要素となるのでここでは pagemodel.dsl で定義される

関数 (STANDARD-PAGE-SEQUENCE) とする。
b) 関数 align-attr


タグ DIV の属性 align が指定されたときに, それに相当した特性 quadding の

シンボルに変換する関数。
c) タグ H1～H6


タイトル用のタグなので, タイトルに関する定義がされている関数 (TITLE-LARGE),


(TITLE-MIDIUM), (TITLE-SMALL) を使用する。(function.dslで定義されている。)

d) タグ P


字下げのある段落なので, functions.dsl で指定されたスタイル 


*fli-paragraph-style* を使用する。
e) タグ ADDRESS 

一般的なスタイルでよいので functions.dsl で指定されたスタイル *paragraph-style*を使用する。同様に, functions.dsl でインデント幅が *indent-step* と定義されているのでこれを使用する。
f) タグ BLOCKQUOTE

手続きinherited-start-indent, 手続き inherited-end-indent はそれぞれ親要素で指定されたstart-indent, end-indent の値を返す。ネストが一つ深くなると *indent-step* だけ字下げされる。
g) タグ OL, UL, DIR, MENU


これらは, リストで表示する場合のリストの容器のようなものである。

故に functions.dsl で指定された関数 (LIST-CONTAINER)で定義される。
h) タグ LI


引数にリストの先頭の文字(ex.(1), A.)を必要とする。

親要素が "DIR" "MENU" の場合は, 空白文字でよい。

"OL","UL" の場合は, 入れ子になるとその先頭の文字が変わってくる。
そのため, まず, 親要素がどの深さにいるかを調べて先頭文字となる文字リストを(case)文で決め, LIが何番目にでてきたかを求め, それに相当する文字を引数とする。
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